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(57)【要約】
【課題】用紙への記入中に冊子状の記録媒体の位置ずれ
が生じることを抑制できる情報入力装置を提供する。
【解決手段】読取装置２では、表紙１１０Ｌの紙面略全
体がセンサ基板と対向するように、表紙１１０Ｌが媒体
保持シート５Ｌを介して取付部７１Ｌ，７２Ｌによって
位置決めされる。表紙１１０Ｒの紙面略全体がセンサ基
板と対向するように、表紙１１０Ｒが媒体保持シート５
Ｒを介して取付部７１Ｒ，７２Ｒによって位置決めされ
る。センサ基板によって検出された電子ペン３の位置に
基づいて、表紙１１０Ｌ，１１０Ｒと重なり合う用紙１
２０に記入されるストロークデータが取得される。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一対の表紙と、前記一対の表紙の間に重ね合わせて配置した複数枚の用紙とが、各々の
縁部の一部で綴じられた冊子状の記録媒体上で入力される情報を取得可能な情報入力装置
であって、
　近接する筆記具の位置を検出可能な一対の板状体であって、前記一対の表紙のうちの第
一表紙の紙面略全体に対向可能な第一検出部、および前記一対の表紙のうちの第二表紙の
紙面略全体に対向可能な第二検出部と、
　前記第一表紙の紙面略全体が前記第一検出部と対向するように、前記第一表紙を位置決
めする第一位置決め部と、
　前記第二表紙の紙面略全体が前記第二検出部と対向するように、前記第二表紙を位置決
めする第二位置決め部と、
　前記第一検出部によって検出された前記筆記具の位置に基づいて、前記第一位置決め部
によって位置決めされた前記第一表紙と重なり合う前記用紙に記入される情報を取得する
第一情報取得手段と、
　前記第二検出部によって検出された前記筆記具の位置に基づいて、前記第二位置決め部
によって位置決めされた前記第二表紙と重なり合う前記用紙に記入される情報を取得する
第二情報取得手段と
　を備えたことを特徴とする情報入力装置。
【請求項２】
　前記第一検出部および前記第二検出部は、各々の対向する辺同士が平行に延びるように
並んで配置され、前記各々の対向する辺同士の間を延びる軸線を中心に回転可能であり、
且つ、前記軸線を挟んで互いに近接および離間する方向に移動可能であることを特徴とす
る請求項１に記載の情報入力装置。
【請求項３】
　前記第一位置決め部は、前記第一検出部に対向する前記第一表紙に向けて突出し、前記
第一検出部に積置される前記第一表紙または前記第一表紙が取り付けられた部材に連結可
能であり、
　前記第二位置決め部は、前記第二検出部に対向する前記第二表紙に向けて突出し、前記
第二検出部に載置される前記第二表紙または前記第二表紙が取り付けられた部材に連結可
能であることを特徴とする請求項１または２に記載の情報入力装置。
【請求項４】
　前記第一位置決め部によって前記第一表紙が位置決めされた状態で、前記第一表紙に設
けられた画像パターンから光学的に情報を読み取るセンサ部を備えたことを特徴とする請
求項１から３のいずれかに記載の情報入力装置。
【請求項５】
　前記第一検出部と前記第二検出部とが収容される可撓性のカバー部材を備えたことを特
徴とする請求項１から４のいずれかに記載の情報入力装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数枚の用紙が綴じられた冊子状の記録媒体上で入力される情報を取得可能
な情報入力装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、複数枚の用紙が綴じられた冊子状の紙媒体に記入される情報を、電子化して保管
および管理する技術が知られている（例えば、特許文献１参照）。特許文献１に開示の情
報管理システムでは、人間が手帳をデジタイザのパッドの上に載せて、専用ペンで手書き
のコンテンツを記載する。手書きのコンテンツは、デジタイザによって画像データとして
読み込まれ、ＰＣのメモリに記憶される。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００２－１３２９４３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１に開示の情報管理システムでは、手帳がデジタイザに固定されていないため
、コンテンツの記載中にデジタイザ上で手帳の位置ずれが生じるおそれがあった。デジタ
イザ上で手帳の位置ずれが生じると、デジタイザに読み込まれた画像データに基づくコン
テンツの再現性が劣化する可能性があった。
【０００５】
　本発明の目的は、用紙への記入中に冊子状の記録媒体の位置ずれが生じることを抑制で
きる情報入力装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一態様に係る情報入力装置は、一対の表紙と、前記一対の表紙の間に重ね合わ
せて配置した複数枚の用紙とが、各々の縁部の一部で綴じられた冊子状の記録媒体上で入
力される情報を取得可能な情報入力装置であって、近接する筆記具の位置を検出可能な一
対の板状体であって、前記一対の表紙のうちの第一表紙の紙面略全体に対向可能な第一検
出部、および前記一対の表紙のうちの第二表紙の紙面略全体に対向可能な第二検出部と、
前記第一表紙の紙面略全体が前記第一検出部と対向するように、前記第一表紙を位置決め
する第一位置決め部と、前記第二表紙の紙面略全体が前記第二検出部と対向するように、
前記第二表紙を位置決めする第二位置決め部と、前記第一検出部によって検出された前記
筆記具の位置に基づいて、前記第一位置決め部によって位置決めされた前記第一表紙と重
なり合う前記用紙に記入される情報を取得する第一情報取得手段と、前記第二検出部によ
って検出された前記筆記具の位置に基づいて、前記第二位置決め部によって位置決めされ
た前記第二表紙と重なり合う前記用紙に記入される情報を取得する第二情報取得手段とを
備える。
【０００７】
　上記情報入力装置では、第一表紙の紙面略全体が第一検出部と対向するように、第一表
紙が第一位置決め部によって位置決めされる。第二表紙の紙面略全体が第二検出部と対向
するように、第二表紙が第二位置決め部によって位置決めされる。第一検出部によって検
出された筆記具の位置に基づいて、第一表紙と重なり合う用紙に記入される情報が取得さ
れる。第二検出部によって検出された筆記具の位置に基づいて、第二表紙と重なり合う用
紙に記入される情報が取得される。これによれば、一対の検出部（第一検出部と第二検出
部）が互いに独立しており、且つ、各検出部に一対の表紙のいずれかが位置決めされる。
したがって、一対の表紙のいずれかに重なる用紙への記入中に、冊子状の記録媒体の位置
ずれを抑制できる。
【０００８】
　前記第一検出部および前記第二検出部は、各々の対向する辺同士が平行に延びるように
並んで配置され、前記各々の対向する辺同士の間を延びる軸線を中心に回転可能であり、
且つ、前記軸線を挟んで互いに近接および離間する方向に移動可能であってもよい。この
場合、一対の表紙の挙動に伴って、一対の検出部は軸線を挟んで回転可能であり、且つ、
互いに近接および離間する方向に移動可能である。このように一対の検出部が一対の表紙
に追従して動くことで、記録媒体の位置ずれをさらに抑制できる。
【０００９】
　前記第一位置決め部は、前記第一検出部に対向する前記第一表紙に向けて突出し、前記
第一検出部に積置される前記第一表紙または前記第一表紙が取り付けられた部材に連結可
能であり、前記第二位置決め部は、前記第二検出部に対向する前記第二表紙に向けて突出
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し、前記第二検出部に載置される前記第二表紙または前記第二表紙が取り付けられた部材
に連結可能であってもよい。この場合、一対の位置決め部（第一位置決め部と第二位置決
め部）は、一対の表紙のいずれかが取り付けられた部材に連結される。そのため、一対の
検出部は、一対の表紙の挙動に伴って動作する部材を介して、簡易且つ円滑に追従して動
くことができる。
【００１０】
　前記第一位置決め部によって前記第一表紙が位置決めされた状態で、前記第一表紙に設
けられた画像パターンから光学的に情報を読み取るセンサ部を備えてもよい。この場合、
一対の検出部によって用紙に記入される情報を取得できるのみならず、センサ部によって
表紙から光学的に情報を取得することができる。
【００１１】
　前記第一検出部と前記第二検出部とが収容される可撓性のカバー部材を備えてもよい。
この場合、カバー部材は一対の検出部を保護でき、且つ、一対の検出部は可撓性のカバー
部材内で一対の表紙に追従して動くことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】手書入力システム１の全体構成図である。
【図２】開いた状態の読取装置２の斜め前方からみた斜視図である。
【図３】読取装置２の正面図である。
【図４】閉じた状態の読取装置２の斜め後方からみた斜視図である。
【図５】樹脂カバー７Ｌ，７Ｒの部品展開図である。
【図６】樹脂カバー７Ｌ，７Ｒの斜め後方からみた斜視図である。
【図７】後カバー８０Ｌ，８０Ｒを取り除いた、樹脂カバー７Ｌ，７Ｒの斜め後方からみ
た斜視図である。
【図８】読取装置２の電気的構成を示すブロック図である。
【図９】媒体保持シート５Ｌ，５Ｒの斜め前方からみた斜視図である。
【図１０】紙媒体１００を見開きした背面図である。
【図１１】紙媒体１００、媒体保持シート５Ｌ，５Ｒ、および読取装置２の斜め前方から
みた斜視図である。
【図１２】図３のＩ－Ｉ線矢視方向断面図である。
【図１３】図１２に示す読取装置２が閉じられた状態を示す断面図である。
【図１４】フォーマット設定処理のフローチャートである。
【図１５】変形例の紙媒体１００および読取装置２の斜め前方からみた斜視図である。
【図１６】変形例における、紙媒体１００が取り付けられた読取装置２の部分拡大斜視図
である。
【図１７】変形例の紙媒体１００を見開きした背面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明の実施形態について、図面を参照して説明する。参照する図面は、本発明
が採用し得る技術的特徴を説明するために用いられるものである。図面に記載されている
装置の構成、各種処理のフローチャート等は、それのみに限定する趣旨ではなく、単なる
説明例である。
【００１４】
＜１．手書入力システム１の概要＞
　図１～図３を参照して、本実施形態に係る手書入力システム１の概要を説明する。以下
の説明では、図１の上側、下側、左側、右側を、手書入力システム１の後側、前側、左側
、右側と定義する。図２の上側、下側、左上側、右下側、右上側、左下側を、それぞれ、
読取装置２、媒体保持シート５Ｌ，５Ｒ、および紙媒体１００の前側、後側、左側、右側
、上側、下側と定義する。図３の上側、下側、左側、右側、手前側、奥側を、それぞれ、
読取装置２、媒体保持シート５Ｌ，５Ｒ、および紙媒体１００の上側、下側、左側、右側
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、前側、後側と定義する。図１に示す読取装置２は、読取装置２が開閉される途中の状態
を示す。図２および図３に示す読取装置２は、読取装置２が開かれた状態を示す。
【００１５】
　図１に示すように、手書入力システム１は、読取装置２、電子ペン３、一対の媒体保持
シート５Ｌ，５Ｒ、紙媒体１００などを含む。読取装置２は、左右方向に折り畳み（つま
り、二つ折り）が可能で、且つ、ユーザが携行可能なタブレット型の手書き入力装置であ
る。電子ペン３は、紙媒体１００にインクで情報（文字、記号、図形、数字等）を記入で
き、且つ、記入される情報を読取装置２に入力可能な筆記具である。一対の媒体保持シー
ト５Ｌ，５Ｒは、紙媒体１００を読取装置２に取り付けるための板状部材である。紙媒体
１００は、電子ペン３によって情報が記入される冊子状の記録媒体である。
【００１６】
　図２および図３に示すように、手書入力システム１では、紙媒体１００が媒体保持シー
ト５Ｌ，５Ｒを介して、読取装置２の前面に固定される。ユーザが電子ペン３を用いて、
読取装置２に固定された紙媒体１００に情報を記入する。読取装置２は、紙媒体１００に
情報を記入する電子ペン３の軌跡を検出して、後述のストロークデータを取得する。本実
施形態の読取装置２は、近傍に位置するＰＣ９と無線通信が可能である。読取装置２で取
得されたストロークデータは、例えばユーザが入力した転送指示に応じて、ＰＣ９に転送
される。ＰＣ９は、読取装置２から転送されたストロークデータに基づいて、紙媒体１０
０に記入された情報を電子化した画像ファイルを生成および表示可能である。
【００１７】
＜２．読取装置２の構造＞
　図１～図８を参照して、読取装置２の構造を説明する。図４に示す読取装置２は、読取
装置２が閉じられた状態を示す。図４では、バッテリー着脱口４８を二点鎖線で示し、面
ファスナー４９Ａ，４９Ｂを点鎖ハッチで示す。
【００１８】
　図１～図３に示すように、読取装置２では、可撓性の外装カバー４の内部に、一対の樹
脂カバー７Ｌ，７Ｒが左右に並んで収容されている。以下では、理解を容易にするために
、図２および図３に示すように読取装置２が折り曲げられていない状態（つまり、後述の
外装カバー４の左側部分４Ｌと右側部分４Ｒとが左右方向に平行に並ぶ状態）を基準とし
て、各構成の位置関係を説明する。
【００１９】
＜２－１．外装カバー４の詳細構造＞
　外装カバー４の詳細構造を説明する。図１～図４に示すように、外装カバー４は、上辺
以外の三辺がシールされた、折り曲げられていない状態で左右方向に長い矩形状の袋体で
ある。外装カバー４は、上方に開口する収容口４０を有する。収容口４０は、外装カバー
４が折り曲げられていない状態で左右方向に延びる、前後方向の開口幅が小さいスリット
状の開口部である。外装カバー４は、例えば合成皮革またはナイロン素材によって作製さ
れているため、外力に応じて変形可能な柔軟性を有する。
【００２０】
　一対の樹脂カバー７Ｌ，７Ｒは、正面視で上下方向に長い矩形状であり、且つ前後方向
の厚みが小さい箱状体である。樹脂カバー７Ｌの内部には、後述のセンサ基板１０Ｌおよ
びセンサ制御基板１１（図８参照）が収容される。樹脂カバー７Ｒの内部には、後述のセ
ンサ基板１０Ｒ、センサ制御基板１２、およびメイン基板２０（図８参照）が収容される
。
【００２１】
　樹脂カバー７Ｌ，７Ｒは、収容口４０を介して外装カバー４の内部に、互いに離間して
収容される。このとき、樹脂カバー７Ｌは、外装カバー４の左側部分４Ｌに配置される。
樹脂カバー７Ｒは、外装カバー４の右側部分４Ｒに配置される。樹脂カバー７Ｌと樹脂カ
バー７Ｒとの間に形成される隙間は、外装カバー４の左右方向の中央部分４Ｍに位置する
。したがって、外装カバー４では、中央部分４Ｍを中心にして、右側部分４Ｒおよび左側
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部分４Ｌを開閉可能である。
【００２２】
　言い換えると、樹脂カバー７Ｌ，７Ｒの可動範囲は、次のように定義できる。樹脂カバ
ー７Ｌ，７Ｒは、各々の対向する辺同士（つまり、樹脂カバー７Ｌの右辺および樹脂カバ
ー７Ｒの左辺）が平行に延びるように、外装カバー４内に並んで配置される。樹脂カバー
７Ｌ，７Ｒの間には、各々の対向する辺同士の間を延びる軸線Ｏ（具体的には、樹脂カバ
ー７Ｌ，７Ｒの間を上下方向に延びる線）に沿って隙間が生じている。そのため、樹脂カ
バー７Ｌ，７Ｒは、軸線Ｏを中心に回転可能であり、且つ、軸線Ｏを挟んで互いに近接お
よび離間する方向に移動可能である。このような樹脂カバー７Ｌ，７Ｒの可動範囲は、後
述のセンサ基板１０Ｌ，１０Ｒの可動範囲と同義である。
【００２３】
　左側部分４Ｌの前面４１Ｌと右側部分４Ｒの前面４１Ｒとは、外装カバー４が閉じられ
ると左右方向に対向する。前面４１Ｌの左上部分および左下部分には、それぞれ、左右方
向に長い貫通穴であるガイド穴４２Ｌ，４３Ｌが設けられている。つまり、ガイド穴４２
Ｌ，４３Ｌは、前面４１Ｌにおいて閉鎖側端部（中央部分４Ｍ）から最も離間した開放側
端部の上下両側に設けられている。前面４１Ｒの右上部分および右下部分には、左右方向
に長い貫通穴であるガイド穴４２Ｒ，４３Ｒが設けられている。つまり、ガイド穴４２Ｒ
，４３Ｒは、前面４１Ｒにおいて閉鎖側端部（中央部分４Ｍ）から最も離間した開放側端
部の上下両側に設けられている。前面４１Ｒにおけるガイド穴４２Ｒの下側には、上下方
向に長い矩形状の切り欠きであるセンサ窓４４が設けられている。
【００２４】
　図４に示すように、右側部分４Ｒの後面４５Ｒには、開閉カバー４６が設けられている
。後面４５Ｒの中央位置には、略正方形の切り欠きであるバッテリー着脱口４８が設けら
れている。開閉カバー４６は、上下方向に沿って長い矩形状であり、少なくともバッテリ
ー着脱口４８を覆う。バッテリー着脱口４８は、後述のバッテリー装着部８２を外装カバ
ー４の外部に露出させるための開口である。
【００２５】
　開閉カバー４６の右辺部は、右側部分４Ｒの右辺部（つまり、開放側端部）と連結され
ている。開閉カバー４６の上辺部および下辺部は、それぞれ、後面４５Ｒに設けられた面
ファスナー４９Ａ，４９Ｂに接着されている。開閉カバー４６の左辺部は、後面４５Ｒに
接着されておらず、後面４５Ｒに対して隙間を形成可能である。したがって、開閉カバー
４６と後面４５Ｒとで囲まれた空間は、開閉カバー４６の左辺部から物品を収容可能な収
容ポケット４７として機能する。一方、開閉カバー４６を面ファスナー４９Ａ，４９Ｂか
ら剥がすと、開閉カバー４６によって被覆されていたバッテリー着脱口４８が、外部に露
出する（図１２参照）。
【００２６】
＜２－２．樹脂カバー７Ｌ，７Ｒの詳細構造＞
　樹脂カバー７Ｌ，７Ｒの詳細構造を説明する。図５に示すように、樹脂カバー７Ｌは、
前カバー７０Ｌおよび後カバー８０Ｌを備える。前カバー７０Ｌおよび後カバー８０Ｌは
、上下方向に長い略矩形状の樹脂板である。後カバー８０Ｌの前面には、センサ基板１０
Ｌなどの電子部品が配置される基板配置部８１Ｌが設けられている。基板配置部８１Ｌに
センサ基板１０Ｌなどの電子部品が配置された状態で、前カバー７０Ｌが後カバー８０Ｌ
に組み付けられる。
【００２７】
　前カバー７０Ｌの前面には、二つの取付部７１Ｌ，７２Ｌが設けられている。取付部７
１Ｌ，７２Ｌは、それぞれ、前カバー７０Ｌの左上隅部および左下隅部に設けられる。取
付部７１Ｌ，７２Ｌは、媒体保持シート５Ｌを連結固定するための部材であり、本実施形
態ではセンサ基板１０Ｌに対向する後述の表紙１１０Ｌ（図１参照）に向けて突出する鉤
状体である。取付部７１Ｌ，７２Ｌは、表紙１１０Ｌの紙面略全体がセンサ基板１０Ｌと
対向するように、表紙１１０Ｌを位置決めするが、詳細は後述する。
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【００２８】
　樹脂カバー７Ｒは、前カバー７０Ｒおよび後カバー８０Ｒを備える。前カバー７０Ｒお
よび後カバー８０Ｒは、上下方向に長い略矩形状の樹脂板である。後カバー８０Ｒの前面
には、センサ基板１０Ｒなどの電子部品が配置される基板配置部８１Ｒが設けられている
。基板配置部８１Ｒにセンサ基板１０Ｒなどの電子部品が配置された状態で、前カバー７
０Ｒが後カバー８０Ｒに組み付けられる。
【００２９】
　前カバー７０Ｒの前面には、二つの取付部７１Ｒ，７２Ｒが設けられている。取付部７
１Ｒ，７２Ｒは、それぞれ、前カバー７０Ｒの右上隅部および右下隅部に設けられる。取
付部７１Ｒ，７２Ｒは、媒体保持シート５Ｒを連結固定するための部材であり、本実施形
態ではセンサ基板１０Ｒに対向する後述の表紙１１０Ｒ（図１参照）に向けて突出する鉤
状体である。取付部７１Ｒ，７２Ｒは、表紙１１０Ｒの紙面略全体がセンサ基板１０Ｒと
対向するように、表紙１１０Ｒを位置決めするが、詳細は後述する。
【００３０】
　さらに、前カバー７０Ｒには、読取窓７３およびスイッチ収容部７４が設けられている
。読取窓７３は、取付部７１Ｒの下側に設けられ、後述のセンサ部２４の前方を覆う。読
取窓７３は、上下方向に長い矩形状であり、センサ部２４から発せられた光が透過可能な
透明板である。スイッチ収容部７４は、前カバー７０Ｒの右上部分に設けられ、メイン基
板２０の各種スイッチ部品を収容する。
【００３１】
　図５および図６に示すように、後カバー８０Ｒの中央部には、バッテリー装着部８２が
設けられている。バッテリー装着部８２は、後カバー８０Ｒの後面から若干後方に突出し
ている。バッテリー装着部８２は、後カバー８０Ｒの後面において開口する装着口８２Ａ
を有する。ユーザは後カバー８０Ｒの後方からカバー８２Ｃを着脱して、装着口８２Ａを
開閉できる。さらにユーザは、カバー８２Ｃを取り外した装着口８２Ａに対して、読取装
置２に電源を供給するバッテリー１９を着脱できる。
【００３２】
＜２－３．読取装置２の電気的構造＞
　読取装置２の電気的構造を、各種電子部品の配置と併せて説明する。図７および図８に
示すように、読取装置２は、センサ基板１０Ｌ，１０Ｒ、センサ制御基板１１，１２、お
よびメイン基板２０を備える。センサ基板１０Ｌ，１０Ｒは、Ｘ軸方向（具体的には、左
右方向）およびＹ軸方向（具体的には、上下方向）の各々に細長いループコイルが多数配
列された基板であって、近接する電子ペン３の位置を検出可能である。センサ基板１０Ｌ
，１０Ｒは、それぞれ、樹脂カバー７Ｌ，７Ｒのほぼ全面に亘る大きさを有する、上下方
向に長い矩形状である。本実施形態のセンサ基板１０Ｌ，１０Ｒは、それぞれ、Ａ５サイ
ズの表紙１１０Ｌ，１１０Ｒの紙面略全体に対向可能な大きさを有する。
【００３３】
　メイン基板２０は、ＣＰＵ２１、フラッシュＲＯＭ２２、無線通信部２３、センサ部２
４などを備えている。フラッシュＲＯＭ２２および無線通信部２３は、ＣＰＵ２１に電気
的に接続されている。ＣＰＵ２１は、読取装置２の制御を行う。フラッシュＲＯＭ２２に
は、ＣＰＵ２１が読取装置２を制御するために実行する各種プログラムが記憶されている
。さらに、紙媒体１００に情報を記入する電子ペン３の軌跡を示すストロークデータが、
フラッシュＲＯＭ２２に記憶される。ストロークデータは、センサ基板１０Ｌ，１０Ｒに
よって経時的に検出された電子ペン３の複数の位置情報（例えば、座標情報）によって、
紙媒体１００に情報を記入する電子ペン３の軌跡を特定する。
【００３４】
　無線通信部２３は、外部の電子機器（例えば、図２に示すＰＣ９）と近距離無線通信を
実行するためのコントローラである。センサ部２４は、取付部７１Ｒ，７２Ｒによって表
紙１１０Ｒが位置決めされた状態で、表紙１１０Ｒに設けられた画像パターンから光学的
に情報を読み取り可能である。本実施形態のセンサ部２４は、表紙１１０Ｒのタグ部１３
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０に設けられた後述の識別マーク１４０（図１０参照）を読み取り可能な複数の光センサ
である。図５に示す例では、センサ部２４は上下方向に並ぶ六つの光センサで構成されて
いる。
【００３５】
　図５に示すように、メイン基板２０は、センサ基板１０Ｌ，１０Ｒよりも面積が小さく
、且つ左右方向に長い矩形状である。メイン基板２０の上端部分には、図示外の電源スイ
ッチ、発光素子、無線通信部２３などの各種スイッチ部品が設けられている。さらに、メ
イン基板２０の右端部分には、センサ部２４が設けられている。メイン基板２０は、基板
配置部８１Ｒの上側部分に配置される。センサ基板１０Ｒは、基板配置部８１Ｒにおいて
メイン基板２０の前面側に配置される。
【００３６】
　センサ基板１０Ｒおよびメイン基板２０が基板配置部８１Ｒに配置された場合、メイン
基板２０の各種スイッチ部品およびセンサ部２４は、センサ基板１０Ｒで被覆されずに前
方に露出する。後カバー８０Ｒに前カバー７０Ｒが組み付けられると、メイン基板２０の
各種スイッチ部品は先述のスイッチ収容部７４に収容され、センサ部２４は読取窓７３の
後方に配置される。
【００３７】
　図７および図８に示すように、センサ基板１０Ｌの後面側には、ＡＳＩＣ１１Ａを備え
たセンサ制御基板１１が設けられている。センサ基板１０Ｌは、センサ制御基板のＡＳＩ
Ｃ１１Ａに電気的に接続されている。センサ基板１０Ｒの後面側には、ＡＳＩＣ１２Ａを
備えたセンサ制御基板１２が設けられている。センサ基板１０Ｒは、センサ制御基板のＡ
ＳＩＣ１２Ａに電気的に接続されている。ＡＳＩＣ１１ＡとＡＳＩＣ１２Ａとは、フレキ
シブルケーブル１３によって接続されている。
【００３８】
　ＣＰＵ２１はＡＳＩＣ１１Ａを制御して、電子ペン３による記入動作がセンサ基板１０
Ｌの近傍で行われた場合に、記入動作に基づいてストロークデータを取得する。ＣＰＵ２
１はＡＳＩＣ１２Ａを制御して、電子ペン３による記入動作がセンサ基板１０Ｒの近傍で
行われた場合に、記入動作に基づいてストロークデータを取得する。これらのストローク
データが取得される原理は、別途後述する。ＡＳＩＣ１１Ａ，１２Ａのうち、マスター側
のＡＳＩＣ１２ＡはＣＰＵ２１に直接接続され、スレーブ側のＡＳＩＣ１１ＡはＡＳＩＣ
１２Ａを介してＣＰＵ２１に接続されている。
【００３９】
　先述したように、読取装置２にはバッテリー装着部８２が設けられている。図７に示す
ように、バッテリー装着部８２には、メイン基板２０と接続するための接続端子８２Ｂが
設けられている。バッテリー１９が装着口８２Ａに装着されると、バッテリー１９が接続
端子８２Ｂを介してメイン基板２０に電気的に接続される。これにより、バッテリー１９
からメイン基板２０に電源が供給される。
【００４０】
＜３．電子ペン３の構造＞
　図２を参照して、電子ペン３の構造を説明する。電子ペン３は、芯体３１、コイル３２
、可変容量コンデンサ３３、基板３４、コンデンサ３５、およびインク収納部３６を備え
る。芯体３１は、電子ペン３の先端部に設けられている。芯体３１は図示外の弾性部材に
よって、電子ペン３の先端側に付勢されている。芯体３１の先端部は、電子ペン３の外部
に突出している。芯体３１の後端側は、インクが収納されているインク収納部３６に接続
されている。インク収納部３６は、芯体３１にインクを供給する。
【００４１】
　コイル３２は、インク収納部３６の周囲に巻回された状態で、芯体３１と可変容量コン
デンサ３３との間に保持されている。可変容量コンデンサ３３は、基板３４によって電子
ペン３の内部に固定されている。基板３４には、コンデンサ３５が搭載されている。コン
デンサ３５および可変容量コンデンサ３３はコイル３２に並列に接続され、周知の共振（
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同調）回路を構成する。ユーザが電子ペン３を用いて紙媒体１００に記入すると、インク
によって紙媒体１００に情報が形成され、且つ、記入される情報が公知の電磁誘導式で読
取装置２に入力される。
【００４２】
＜４．媒体保持シート５Ｌ，５Ｒの構造＞
　図９を参照して、媒体保持シート５Ｌ，５Ｒの構造を説明する。媒体保持シート５Ｌ，
５Ｒは、紙媒体１００の用紙サイズ毎に用意されている。本実施形態の媒体保持シート５
Ｌ，５Ｒは、Ａ５サイズの紙媒体１００専用である。
【００４３】
　媒体保持シート５Ｌは、表紙１１０Ｌを読取装置２の前面４１Ｌに固定するための樹脂
板である。本実施形態では、媒体保持シート５Ｌの前面５０Ｌは、Ａ５サイズの表紙１１
０Ｌの略全体を貼り付け可能な大きさを有する。媒体保持シート５Ｌでは、表紙１１０Ｌ
が前面５０Ｌに面接触して固定可能である。
【００４４】
　媒体保持シート５Ｌには、略Ｌの字型の板状体である位置決め部５１Ｌ，５２Ｌと、前
後方向に貫通する二つの連結穴５３Ｌ，５４Ｌとが設けられている。連結穴５３Ｌは、媒
体保持シート５Ｌの左上隅部に設けられる。連結穴５４Ｌは、媒体保持シート５Ｌの左下
隅部に設けられる。連結穴５３Ｌ，５４Ｌは、正面視で略Ｈの字型に切り欠かれており、
それぞれ先述の取付部７１Ｌ，７２Ｌが連結固定される。
【００４５】
　位置決め部５１Ｌ，５２Ｌは、それぞれ、前面５０Ｌにおける連結穴５３Ｌ，５４Ｌの
右側に設けられる。位置決め部５１Ｌは、表紙１１０Ｌの左上隅部を位置決めするための
部材である。位置決め部５２Ｌは、表紙１１０Ｌの左下隅部を位置決めするための部材で
ある。本実施形態では、位置決め部５１Ｌ，５２ＬがＡ５サイズの表紙１１０Ｌの左上隅
部および左下隅部に対応する位置に設けられている。表紙１１０Ｌは、位置決め部５１Ｌ
，５２Ｌよりも右側の領域に位置決めされた状態で、前面５０Ｌに貼り付けられる。
【００４６】
　先述の連結穴５３Ｌ，５４Ｌは、位置決め部５１Ｌ，５２Ｌよりも左側の領域に設けら
れている。つまり、連結穴５３Ｌ，５４Ｌは、前面５０Ｌと直交する方向（本実施形態で
は前後方向）において、位置決め部５１Ｌ，５２Ｌによって位置決めされた表紙１１０Ｌ
と重複しない位置に形成されている。したがって、取付部７１Ｌ，７２Ｌが連結穴５３Ｌ
，５４Ｌに連結固定された場合、取付部７１Ｌ，７２Ｌは前面５０Ｌに貼り付けられた表
紙１１０Ｌと干渉しない。
【００４７】
　媒体保持シート５Ｒは、表紙１１０Ｒを読取装置２の前面４１Ｒに固定するための樹脂
板である。本実施形態では媒体保持シート５Ｒの前面５０Ｒは、Ａ５サイズの表紙１１０
Ｒの略全体を貼り付け可能な大きさを有する。媒体保持シート５Ｒでは、表紙１１０Ｒが
前面５０Ｒに面接触して固定可能である。
【００４８】
　媒体保持シート５Ｒには、略Ｌの字型の板状体である位置決め部５１Ｒ，５２Ｒと、前
後方向に貫通する二つの連結穴５３Ｒ，５４Ｒとが設けられている。連結穴５３Ｒは、媒
体保持シート５Ｒの右上隅部に設けられる。連結穴５４Ｒは、媒体保持シート５Ｒの右下
隅部に設けられる。連結穴５３Ｒ，５４Ｒは、正面視で略Ｈの字型に切り欠かれており、
それぞれ先述の取付部７１Ｒ，７２Ｒが連結固定される。
【００４９】
　位置決め部５１Ｒ，５２Ｒは、それぞれ、前面５０Ｒにおける連結穴５３Ｒ，５４Ｒの
左側に設けられる。位置決め部５１Ｒは、表紙１１０Ｒの右上隅部を位置決めするための
部材である。位置決め部５２Ｒは、表紙１１０Ｒの右下隅部を位置決めするための部材で
ある。本実施形態では、位置決め部５１Ｒ，５２ＲがＡ５サイズの表紙１１０Ｒの右上隅
部および右下隅部に対応する位置に設けられている。表紙１１０Ｒは、位置決め部５１Ｒ
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，５２Ｒよりも左側の領域に位置決めされた状態で、前面５０Ｒに貼り付けられる。
【００５０】
　先述の連結穴５３Ｒ，５４Ｒは、位置決め部５１Ｒ，５２Ｒよりも右側の領域に設けら
れている。つまり、連結穴５３Ｒ，５４Ｒは、位置決め部５１Ｒ，５２Ｒによって位置決
めされた表紙１１０Ｒと重複しない位置に形成されている。したがって、取付部７１Ｒ，
７２Ｒが連結穴５３Ｒ，５４Ｒに連結固定された場合、取付部７１Ｒ，７２Ｒは前面５０
Ｒに貼り付けられた表紙１１０Ｒと干渉しない。
【００５１】
　さらに、媒体保持シート５Ｒには、センサ穴５８およびシール部材５６が設けられてい
る。センサ穴５８は、連結穴５３Ｒの下側に設けられた、上下方向に並ぶ六つの正方形状
の貫通穴を有する。センサ穴５８が有する六つの貫通穴は、それぞれセンサ部２４（図５
参照）が有する六つの光センサに対応している。
【００５２】
　シール部材５６は、前面５０Ｒの一部を覆う非透光性の板状体であり、正面視で少なく
ともセンサ穴５８を塞ぐ。シール部材５６は、上下方向に長い矩形状であり、且つ、左辺
を除く三辺で前面５０Ｒに固定されている。したがって、シール部材５６の左辺部は、前
面５０Ｒに対して隙間を形成可能である。なお、本実施形態では部品数低減のため、位置
決め部５１Ｒとシール部材５６とが、連結された一部品の板部５７を構成する。
【００５３】
　前面５０Ｒのうちでシール部材５６によって被覆される部分が、被覆部５９である。シ
ール部材５６と被覆部５９とで囲まれる袋状の部位が、タグ収容部５５である（図２参照
）。タグ収容部５５は、シール部材５６の左辺部から前面５０Ｒに沿って後述のタグ部１
３０（図１０参照）を挿入可能である。被覆部５９の少なくとも一部は透光性を有するた
め、媒体保持シート５Ｒの後方からタグ収容部５５内に光照射が可能である。本実施形態
では、被覆部５９に形成されているセンサ穴５８を介して、媒体保持シート５Ｒの後方か
らタグ収容部５５内に光照射が可能である。
【００５４】
＜５．紙媒体１００の構造＞
　図１０を参照して、紙媒体１００の構造を説明する。紙媒体１００は、表紙１１０Ｌと
表紙１１０Ｒとの間に複数の用紙１２０が綴じられた、左右方向に見開き可能な冊子状で
ある。つまり、紙媒体１００では、一対の表紙１１０Ｌ，１１０Ｒと複数の用紙１２０と
が、各々の縁部の一部で綴じられている。一例として、本実施形態の紙媒体１００はＡ５
サイズのノートであり、用紙１２０は例えば罫線が２０本引かれた文書用フォーマットを
有する。
【００５５】
　紙媒体１００は、表紙１１０Ｒの一部が外側に突出するタグ部１３０を有する。本実施
形態のタグ部１３０は、表紙１１０Ｒの右上部分から右方向に突出する。タグ部１３０は
、上下方向に長い矩形状であり、各種情報（例えば、タイトル、索引、巻数など）を記入
可能である。本実施形態では、用紙１２０のフォーマットを示す識別マーク１４０が、タ
グ部１３０の後面に印刷されている。識別マーク１４０は、上下方向にならぶ六つの識別
領域１４１～１４６を有する。六つの識別領域１４１～１４６は、センサ穴５８（図９参
照）が有する六つの貫通穴にそれぞれ対応している。各識別領域１４１～１４６は、いず
れも矩形状であり、未着色（白）または黒で色分けされている。六つの識別領域１４１～
１４６の組合せパターン（つまり、識別マーク１４０のバーパターン）によって、用紙１
２０のフォーマットに対応するコード情報が示される。
【００５６】
＜６．手書入力システム１の使用態様＞
　図４、図１１～図１３を参照して、ユーザが手書入力システム１を使用する態様を説明
する。図１１では、理解を容易にするために、外装カバー４を省略している。図１２では
、開放された開閉カバー４６を、二点鎖線で示している。
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【００５７】
　図１１に示すように、まずユーザは、情報を記入する紙媒体１００に、媒体保持シート
５Ｌ，５Ｒを取り付ける。詳細には、ユーザは媒体保持シート５Ｌの前面５０Ｌ上で、表
紙１１０Ｌの開放側上端部（本実施形態では左上隅部）を位置決め部５１Ｌに位置決めし
、且つ、表紙１１０Ｌの開放側下端部（本実施形態では左下隅部）を位置決め部５２Ｌに
位置決めする。このように表紙１１０Ｌが位置決めされた状態で、ユーザは表紙１１０Ｌ
を両面テープ１６０Ｌ（図１２参照）で前面５０Ｌに貼り付ける。これにより、表紙１１
０Ｌが媒体保持シート５Ｌに保持される。
【００５８】
　同様に、ユーザは媒体保持シート５Ｒの前面５０Ｒ上で、表紙１１０Ｒの開放側上端部
（本実施形態では右上隅部）を位置決め部５１Ｒに位置決めし、且つ、表紙１１０Ｒの開
放側下端部（本実施形態では右下隅部）を位置決め部５２Ｒに位置決めする。このとき、
ユーザはタグ部１３０を前面５０Ｒに沿って右方向に移動させ、タグ部１３０をタグ収容
部５５内に挿入する。このように表紙１１０Ｒが位置決めされた状態で、ユーザは表紙１
１０Ｒを両面テープ１６０Ｒ（図１２参照）で前面５０Ｒに貼り付ける。これにより、表
紙１１０Ｒが媒体保持シート５Ｒに保持される。
【００５９】
　次にユーザは、媒体保持シート５Ｌ，５Ｒを読取装置２に取り付ける。詳細には、ユー
ザは媒体保持シート５Ｌ，５Ｒを、それぞれ、読取装置２の前面４１Ｌ，４１Ｒに対向し
て配置する。ユーザは、前面４１Ｌから前方に突出する取付部７１Ｌ，７２Ｌを、それぞ
れ連結穴５３Ｌ，５４Ｌに挿入する。これにより、取付部７１Ｌ，７２Ｌがそれぞれ連結
穴５３Ｌ，５４Ｌに係止されて、媒体保持シート５Ｌが樹脂カバー７Ｌに連結される。同
様に、ユーザは前面４１Ｒから前方に突出する取付部７１Ｒ，７２Ｒを、それぞれ連結穴
５３Ｒ，５４Ｒに挿入する。これにより、取付部７１Ｒ，７２Ｒがそれぞれ連結穴５３Ｒ
，５４Ｒに係止されて、媒体保持シート５Ｒが樹脂カバー７Ｒに連結される。
【００６０】
　以上の手順によって、紙媒体１００が媒体保持シート５Ｌ，５Ｒを介して読取装置２に
取り付けられる。図１２に示すように、読取装置２が開かれた状態では、表紙１１０Ｌの
紙面略全体がセンサ基板１０Ｌと平行に対向するように、表紙１１０Ｌが前面４１Ｌで位
置決めされている。表紙１１０Ｌと重なっている用紙１２０も、紙面略全体がセンサ基板
１０Ｌと平行に対向している。この状態では、表紙１１０Ｌと重なっている用紙１２０に
情報を記入する電子ペン３を、センサ基板１０Ｌが正確に検出できる。
【００６１】
　同様に、表紙１１０Ｒの紙面略全体がセンサ基板１０Ｒと平行に対向するように、表紙
１１０Ｒが前面４１Ｒで位置決めされている。表紙１１０Ｒと重なっている用紙１２０も
、紙面略全体がセンサ基板１０Ｒと平行に対向している。この状態では、表紙１１０Ｒと
重なっている用紙１２０に情報を記入する電子ペン３を、センサ基板１０Ｒが正確に検出
できる。
【００６２】
　例えば、読取装置２に傾斜または振動が生じると、紙媒体１００を前後左右方向に移動
させる外力が付与されることがある。しかしながら、外装カバー４のガイド穴４２Ｌ，４
３Ｌによって、取付部７１Ｌ，７２Ｌの前後左右方向の移動範囲が規制されている。同様
に、外装カバー４のガイド穴４２Ｒ，４３Ｒによって、取付部７１Ｒ，７２Ｒの前後左右
方向の移動範囲が規制されている。そのため、紙媒体１００を前後左右方向に移動させる
外力が付与されても、取付部７１Ｌ，７２Ｌが媒体保持シート５Ｌを介して表紙１１０Ｌ
の移動範囲を規制し、且つ、取付部７１Ｒ，７２Ｒが媒体保持シート５Ｒを介して表紙１
１０Ｒの移動範囲を規制する。
【００６３】
　つまり、読取装置２に取り付けられた紙媒体１００は、外力によって大幅に移動するこ
とが抑制されている。紙媒体１００とセンサ基板１０Ｌ，１０Ｒとの位置関係は変化しに
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くいため、紙媒体１００がセンサ基板１０Ｌ，１０Ｒと対向した状態が維持される。つま
り、用紙１２０に情報を記入する電子ペン３を、センサ基板１０Ｌ，１０Ｒで正確に検出
される状態が維持される。
【００６４】
　さらに、紙媒体１００の挙動に連動して、取付部７１Ｌ，７２Ｌがガイド穴４２Ｌ，４
３Ｌで規制される範囲内で移動することがある。この場合、取付部７１Ｌ，７２Ｌを介し
て、紙媒体１００と同じ移動方向および移動量で、樹脂カバー７Ｌ（つまり、センサ基板
１０Ｌ）が前後左右方向に移動する。同様に、紙媒体１００の挙動に連動して、取付部７
１Ｒ，７２Ｒを介して、紙媒体１００と同じ移動方向および移動量で、樹脂カバー７Ｒ（
つまり、センサ基板１０Ｒ）が前後左右方向に移動する。したがって、紙媒体１００とセ
ンサ基板１０Ｌ，１０Ｒとの位置関係は変化しにくいため、センサ基板１０Ｌ，１０Ｒで
正確に検出される状態が維持される。
【００６５】
　図１２に示す読取装置２が開かれた状態では、面一に連続する前面４１Ｌ，４１Ｒに対
向して紙媒体１００も開かれた状態となる。このとき、取付部７１Ｌ，７２Ｌは、それぞ
れガイド穴４２Ｌ，４３Ｌ内で閉鎖側端部（本実施形態では、ガイド穴４２Ｌ，４３Ｌの
右端位置）まで移動している。取付部７１Ｒ，７２Ｒは、それぞれガイド穴４２Ｒ，４３
Ｒ内で閉鎖側端部（本実施形態では、ガイド穴４２Ｒ，４３Ｒの左端位置）まで移動して
いる。つまり、外装カバー４の内部では、樹脂カバー７Ｌと樹脂カバー７Ｒとの離間距離
が最も小さくなる。
【００６６】
　一方、読取装置２が閉じられるのに伴って、紙媒体１００も閉じられる。このとき、外
装カバー４の内部では、樹脂カバー７Ｌが表紙１１０Ｌの挙動に追従して、軸線Ｏ（図１
参照）を中心に前方に回転する。同時に、樹脂カバー７Ｒが表紙１１０Ｒの挙動に追従し
て、軸線Ｏを中心に前方に回転する。このとき、センサ基板１０Ｌと媒体保持シート５Ｌ
の平行状態を維持しつつ、取付部７１Ｌ，７２Ｌはそれぞれガイド穴４２Ｌ，４３Ｌ内で
開放側（本実施形態では左側）に移動する。同時に、センサ基板１０Ｒと媒体保持シート
５Ｒの平行状態を維持しつつ、取付部７１Ｒ，７２Ｒはそれぞれガイド穴４２Ｒ，４３Ｒ
内で開放側（本実施形態では右側）に移動する。つまり、樹脂カバー７Ｌ，７Ｒの回転に
伴って、樹脂カバー７Ｌと樹脂カバー７Ｒとの離間距離が徐々に大きくなる。
【００６７】
　図１３に示すように読取装置２が閉じられた状態では、対向する前面４１Ｌ，４１Ｒの
間で、媒体保持シート５Ｌ，５Ｒが取り付けられた紙媒体１００も閉じられる。このとき
、取付部７１Ｌ，７２Ｌは、それぞれガイド穴４２Ｌ，４３Ｌ内で開放側端部（本実施形
態では、ガイド穴４２Ｌ，４３Ｌの左端位置）まで移動している。取付部７１Ｒ，７２Ｒ
は、それぞれガイド穴４２Ｒ，４３Ｒ内で開放側端部（本実施形態では、ガイド穴４２Ｒ
，４３Ｒの右端位置）まで移動している。つまり、外装カバー４の内部では、樹脂カバー
７Ｌと樹脂カバー７Ｒとの離間距離が最も大きくなる。
【００６８】
　このように、紙媒体１００の開閉に連動して、センサ基板１０Ｌ，１０Ｒは紙媒体１０
０と平行に対向した状態を維持したまま、軸線Ｏを中心に前方に回転する。このとき、取
付部７１Ｌ，７２Ｌがそれぞれガイド穴４２Ｌ，４３Ｌを移動し、且つ取付部７１Ｒ，７
２Ｒがそれぞれガイド穴４２Ｒ，４３Ｒを移動することで、樹脂カバー７Ｌ，７Ｒの離間
距離の変化が吸収される。したがって、紙媒体１００とセンサ基板１０Ｌ，１０Ｒとの位
置関係は変化しにくいため、センサ基板１０Ｌ，１０Ｒで正確に検出される状態が維持さ
れる。
【００６９】
　さらに、上記のように表紙１１０Ｒが媒体保持シート５Ｒに正確に位置決めされること
により、タグ収容部５５内に収容されるタグ部１３０とセンサ部２４との位置関係も変化
しにくい。そのため、読取装置２に傾斜または振動が生じたり、読取装置２が開閉された
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りしても、センサ部２４でタグ部１３０から識別マーク１４０を正確に読み取れる状態が
維持される。
【００７０】
　図４および図１３に示すように、例えばユーザが読取装置２を折り畳んで携行する場合
、開閉カバー４６が面ファスナー４９Ａ，４９Ｂに接着されているため、収容ポケット４
７に物品（例えば、書籍や小物）を収容することができる。一方、図１２に示すように、
ユーザが読取装置２のバッテリー１９を交換する場合、開閉カバー４６を面ファスナー４
９Ａ，４９Ｂから剥がす。これにより、バッテリー着脱口４８を介して、バッテリー装着
部８２が外部に露出する。ユーザはカバー８２Ｃを取り外すことで、装着口８２Ａに装着
するバッテリー１９を交換できる。
【００７１】
　本実施形態では、樹脂カバー７Ｒはバッテリー装着部８２が後方に突出しているため、
樹脂カバー７Ｌよりも前後方向の厚みが大きい。一方、外装カバー４の内部では、バッテ
リー装着部８２がバッテリー着脱口４８の内側に配置される。そのため、ユーザが読取装
置２の外観を見た場合、樹脂カバー７Ｒが樹脂カバー７Ｌよりも前後方向の厚みが大きい
ことが分かりにくい。さらに、読取装置２全体の前後方向の厚みが、バッテリー装着部８
２によって大きくなってしまうことを、バッテリー装着部８２をバッテリー着脱口４８の
内側に収容することで抑制できる。
【００７２】
＜７．読取装置２のデータ取得原理＞
　上述のように紙媒体１００が読取装置２に装着された状態で、ユーザは電子ペン３を用
いて用紙１２０に情報を記入する。用紙１２０に対向するセンサ基板１０Ｌ，１０Ｒのい
ずれかによって、用紙１２０に情報を記入する電子ペン３の位置情報が検出される。読取
装置２は、検出される電子ペン３の位置情報に基づいて、先述のストロークデータを取得
する。
【００７３】
　図８を参照して、読取装置２によってストロークデータが取得される原理を、概略的に
説明する。ＣＰＵ２１はＡＳＩＣ１１Ａ，１２Ａを制御して、センサ基板１０Ｌ，１０Ｒ
の各々のループコイルに、一本ずつ特定の周波数の電流（励磁用送信電流）を流す。これ
により、センサ基板１０Ｌ，１０Ｒの各々のループコイルから磁界が発生する。この状態
で、例えばユーザが電子ペン３を用いて読取装置２に固定された紙媒体１００の用紙１２
０に情報を記入すると、電子ペン３がセンサ基板１０Ｌ，１０Ｒに近接する。そのため、
電子ペン３の共振回路は電磁誘導によって共振し、誘導磁界を生じる。
【００７４】
　次に、ＣＰＵ２１はＡＳＩＣ１１Ａ，１２Ａを制御して、センサ基板１０Ｌ，１０Ｒの
各々のループコイルからの磁界の発生を停止させる。さらに、電子ペン３の共振回路から
発せられる誘導磁界を、センサ基板１０Ｌ，１０Ｒの各々のループコイルで受信する。Ｃ
ＰＵ２１はＡＳＩＣ１１Ａ，１２Ａを制御して、センサ基板１０Ｌ，１０Ｒの各々のルー
プコイルに流れる信号電流（受信電流）を検出させる。ＡＳＩＣ１１Ａ，１２Ａがこの動
作を全てのループコイルについて一本ずつに実行することで、受信電流に基づいて電子ペ
ン３の位置が検出される。
【００７５】
　さらに、電子ペン３を用いて用紙１２０に情報が記入されている状態では、芯体３１に
筆圧が付与される。芯体３１に付与される筆圧に応じて、コイル３２のインダクタンスが
変化する。これにより、電子ペン３の共振回路の共振周波数が変化する。ＣＰＵ２１はこ
の共振周波数の変化（位相変化）を検出して、電子ペン３に付与された筆圧を特定する。
つまりＣＰＵ２１は、電子ペン３から特定した筆圧によって、用紙１２０に情報が記入さ
れているか否かを判断できる。
【００７６】
　ＣＰＵ２１は、用紙１２０に情報が記入されていると判断した場合、電子ペン３の軌跡
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を示すストロークデータを取得する。つまり、ＣＰＵ２１は、センサ基板１０Ｌによって
検出された電子ペン３の位置に基づいて、読取装置２に位置決めされた表紙１１０Ｌと重
なり合う用紙１２０に記入されたストロークデータが取得する。ＣＰＵ２１は、センサ基
板１０Ｒによって検出された電子ペン３の位置に基づいて、読取装置２に位置決めされた
表紙１１０Ｒと重なり合う用紙１２０に記入されたストロークデータを取得する。取得さ
れたストロークデータは、フラッシュＲＯＭ２２に保存される。
【００７７】
＜８．読取装置２のフォーマット設定処理＞
　図１４を参照して、本実施形態の手書入力システム１において、読取装置２で実行され
るメイン処理を説明する。読取装置２の電源がＯＮされると、ＣＰＵ２１はフラッシュＲ
ＯＭ２２に記憶されているプログラムに基づいて、図１４に示すフォーマット設定処理を
実行する。
【００７８】
　図１４に示すように、読取装置２のフォーマット設定処理では、まず識別マーク１４０
の読み取りが実行される（Ｓ１）。先述したように、紙媒体１００が読取装置２に装着さ
れている場合、タグ部１３０がタグ収容部５５に挿入されている。ステップＳ１では、セ
ンサ部２４が有する六つの光センサの各々から前方に計測光が発せられる。六本の計測光
は読取窓７３を介して、媒体保持シート５Ｒの被覆部５９に後方から照射される。このと
き、六本の計測光は、センサ穴５８の対応する貫通穴を経由して、タグ部１３０に印刷さ
れた識別マーク１４０に照射される。識別マーク１４０で反射された六本の反射光が、セ
ンサ部２４によって検出される。センサ部２４は、検出された各反射光に基づいて、識別
マーク１４０のバーパターンを読み取る。
【００７９】
　次いで、コード情報を検出できたか否かが判断される（Ｓ３）。例えばタグ部１３０が
タグ収容部５５に挿入されていない場合、センサ部２４によって適正にバーパターンが読
み取れない。このように適正にバーパターンが読み取れなかった場合、コード情報を検出
できなかったと判断される（Ｓ３：ＮＯ）。この場合、汎用ノート（例えば、Ａ５サイズ
の白紙ノート）のフォーマット情報が、読取装置２に装着されている紙媒体１００が有す
る用紙１２０のフォーマットとして、フラッシュＲＯＭ２２に設定される（Ｓ５）。
【００８０】
　一方、センサ部２４によって適正にバーパターンが読み取れた場合、コード情報を検出
できたと判断される（Ｓ３：ＹＥＳ）。この場合、検出したコード情報に対応するフォー
マット情報が、読取装置２に装着されている紙媒体１００が有する用紙１２０のフォーマ
ットとして、フラッシュＲＯＭ２２に設定される（Ｓ７）。例えば、図１０に示す識別マ
ーク１４０の例では、識別領域１４１、１４４、１４６が黒、識別領域１４２、１４３、
１４５が白となるバーパターンが読み取られる。このバーパターンが示すコード情報に基
づいて、例えば罫線が２０本引かれたＡ５サイズの文書用フォーマットが、フラッシュＲ
ＯＭ２２に設定される。ステップＳ５またはステップＳ７の実行後、フォーマット設定処
理（図１４参照）が終了される。
【００８１】
　読取装置２では、フォーマット設定処理（図１４参照）の終了後、先述したように電子
ペン３の軌跡を示すストロークデータが、フラッシュＲＯＭ２２に経時的に保存される。
読取装置２でストロークデータの取得が終了したのち、ユーザの転送指示に応じて、フラ
ッシュＲＯＭ２２に保存されたストロークデータがＰＣ９（図２参照）に転送される。こ
のとき、ステップＳ５またはステップＳ７で設定されたフォーマット情報も、ＰＣ９に転
送される。
【００８２】
　ＰＣ９では、読取装置２から転送されたストロークデータに基づいて、用紙１２０に記
入された情報を再現可能な画像ファイルが生成される。さらに、読取装置２からステップ
Ｓ７で設定されたフォーマット情報が転送された場合、読取装置２に装着されている紙媒



(15) JP 2014-99116 A 2014.5.29

10

20

30

40

50

体１００が有する用紙１２０のフォーマットと、そのフォーマット上に記入された情報と
を忠実に再現できる。なお、読取装置２からステップＳ５で設定されたフォーマット情報
が転送された場合、例えば白紙ノートに記入された情報を再現できる。
【００８３】
＜９．本実施形態の作用効果の例示＞
　読取装置２では、表紙１１０Ｌの紙面略全体がセンサ基板１０Ｌと対向するように、表
紙１１０Ｌが媒体保持シート５Ｌを介して取付部７１Ｌ，７２Ｌによって位置決めされる
。表紙１１０Ｒの紙面略全体がセンサ基板１０Ｒと対向するように、表紙１１０Ｒが媒体
保持シート５Ｒを介して取付部７１Ｒ，７２Ｒによって位置決めされる。センサ基板１０
Ｌによって検出された電子ペン３の位置に基づいて、表紙１１０Ｌと重なり合う用紙１２
０に記入されるストロークデータが取得される。センサ基板１０Ｒによって検出された電
子ペン３の位置に基づいて、表紙１１０Ｒと重なり合う用紙１２０に記入されるストロー
クデータが取得される。
【００８４】
　これによれば、一対のセンサ基板１０Ｌ，１０Ｒが互いに独立しており、且つ、各セン
サ基板１０Ｌ，１０Ｒに一対の表紙１１０Ｌ，１１０Ｒのいずれかが位置決めされる。し
たがって、表紙１１０Ｌ，１１０Ｒのいずれかに重なる用紙１２０への記入中に、冊子状
の紙媒体１００の位置ずれを抑制できる。
【００８５】
　センサ基板１０Ｌ，１０Ｒは表紙１１０Ｌ，１１０Ｒの挙動に伴って、軸線Ｏを挟んで
回転可能であり、且つ、互いに近接および離間する方向に移動可能である。このようにセ
ンサ基板１０Ｌ，１０Ｒが表紙１１０Ｌ，１１０Ｒに追従して動くことで、紙媒体１００
の位置ずれをさらに抑制できる。
【００８６】
　取付部７１Ｌ，７２Ｌは、表紙１１０Ｌが取り付けられた媒体保持シート５Ｌに連結さ
れる。取付部７１Ｒ，７２Ｒは、表紙１１０Ｒが取り付けられた媒体保持シート５Ｒに連
結される。そのため、センサ基板１０Ｌ，１０Ｒは、表紙１１０Ｌ，１１０Ｒの挙動に伴
って動作する媒体保持シート５Ｌ，５Ｒを介して、簡易且つ円滑に追従して動くことがで
きる。
【００８７】
　ＣＰＵ２１は、センサ基板１０Ｌ，１０Ｒによって用紙１２０に記入される情報（具体
的には、ストロークデータ）を取得できるのみならず、位置決めされた表紙１１０Ｒの識
別マーク１４０から光学的に情報（具体的には、コード情報）を取得することができる。
【００８８】
　外装カバー４は、内部に収納された一対のセンサ基板１０Ｌ，１０Ｒを、例えば外部か
らの衝撃から保護できる。センサ基板１０Ｌ，１０Ｒは、可撓性の外装カバー４に収納さ
れた状態で、表紙１１０Ｌ，１１０Ｒに追従して動くことができる。
【００８９】
　上記実施形態において、紙媒体１００が、本発明の「記録媒体」に相当する。電子ペン
３が、本発明の「筆記具」に相当する。センサ基板１０Ｌが、本発明の「第二検出部」に
相当する。センサ基板１０Ｒが、本発明の「第一検出部」に相当する。取付部７１Ｌ，７
２Ｌが、本発明の「第二位置決め部」に相当する。取付部７１Ｒ，７２Ｒが、本発明の「
第一位置決め部」に相当する。表紙１１０Ｌが、本発明の「第二表紙」に相当する。表紙
１１０Ｒが、本発明の「第一表紙」に相当する。ＡＳＩＣ１１ＡおよびＣＰＵ２１が、本
発明の「第二情報取得手段」に相当する。ＡＳＩＣ１２ＡおよびＣＰＵ２１が、本発明の
「第一情報取得手段」に相当する。媒体保持シート５Ｌが、本発明の「第二表紙が取り付
けられた部材」に相当する。媒体保持シート５Ｒが、本発明の「第一表紙が取り付けられ
た部材」に相当する。外装カバー４が、本発明の「カバー部材」に相当する。
【００９０】
＜１０．変形例の例示＞
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（１）本発明は上記実施形態に限定されるものではなく、発明の要旨を変更しない範囲で
の変更が可能である。例えば、紙媒体１００は、媒体保持シート５Ｌ，５Ｒを用いること
なく、読取装置２に直接取り付けられてもよい。この変形例を、図１５～図１７を参照し
て説明する。本変形例の読取装置２は、外装カバー４を備えていない。ユーザは樹脂カバ
ー７Ｌ，７Ｒに直接触れて、読取装置２を開閉可能である。
【００９１】
　図１５および図１７に示すように、変形例の紙媒体１００は、表紙１１０Ｌ，１１０Ｒ
が用紙１２０よりもページ幅（本実施形態では、左右方向の長さ）が大きい。表紙１１０
Ｌのうちで、表紙１１０Ｌに重なる用紙１２０よりも開放側（本実施形態では左側）に延
びる部分を、延長部１５０Ｌという。表紙１１０Ｒのうちで、表紙１１０Ｒに重なる用紙
１２０よりも開放側（本実施形態では右側）に延びる部分を、延長部１５０Ｒという。
【００９２】
　延長部１５０Ｌの開放側の上隅部および下隅部に、それぞれ、ページ幅方向に長い貫通
穴である連結穴１５１Ｌ，１５２Ｌが設けられている。延長部１５０Ｒの開放側の上隅部
および下隅部に、それぞれ、ページ幅方向に長い貫通穴である連結穴１５１Ｒ，１５２Ｒ
が設けられている。さらに、上記実施形態と同様の識別マーク１４０が、延長部１５０Ｒ
における連結穴１５１Ｒの下側に設けられている。
【００９３】
　一方、変形例の読取装置２では、取付部７１Ｌ，７２Ｌ，７１Ｒ，７２Ｒが、上記実施
形態と異なる。取付部７１Ｌは、挿入ピン１７１Ｌおよび挟持板１７３Ｌを備える。挿入
ピン１７１Ｌは、前カバー７０Ｌの開放側（本実施形態では左側）の上隅部から前方に突
出するピンである。挟持板１７３Ｌは、挿入ピン１７１Ｌに対して開放側に隣接して設け
られた、上方に突出する板状部材である。同様に、取付部７２Ｌは、前カバー７０Ｌの開
放側の下隅部から突出する挿入ピン１７２Ｌと、挿入ピン１７２Ｌに対して開放側に隣接
する挟持板１７４Ｌを備える。
【００９４】
　取付部７１Ｒは、前カバー７０Ｒの開放側（本実施形態では右側）の上隅部から突出す
る挿入ピン１７１Ｒと、挿入ピン１７１Ｒに対して開放側に隣接する挟持板１７３Ｒを備
える。取付部７２Ｒは、前カバー７０Ｒの開放側の下隅部から突出する挿入ピン１７２Ｒ
と、挿入ピン１７２Ｒに対して開放側に隣接する挟持板１７４Ｒを備える。
【００９５】
　図１５および図１６に示すように、ユーザが紙媒体１００を読取装置２に取り付ける場
合、連結穴１５１Ｌ，１５２Ｌにそれぞれ挿入ピン１７１Ｌ，１７２Ｌを挿入する。これ
により、延長部１５０Ｌのうちで連結穴１５１Ｌよりも開放側の部分が、挿入ピン１７１
Ｌおよび挟持板１７３Ｌによって挟持される。延長部１５０Ｌのうちで連結穴１５２Ｌよ
りも開放側の部分が、挿入ピン１７２Ｌおよび挟持板１７４Ｌによって挟持される。した
がって、表紙１１０Ｌが、樹脂カバー７Ｌに連結されて、センサ基板１０Ｌに対して位置
決めされる。
【００９６】
　さらにユーザは、連結穴１５１Ｒ，１５２Ｒにそれぞれ挿入ピン１７１Ｒ，１７２Ｒを
挿入する。これにより、延長部１５０Ｒのうちで連結穴１５１Ｒよりも開放側の部分が、
挿入ピン１７１Ｒおよび挟持板１７３Ｒによって挟持される。延長部１５０Ｒのうちで連
結穴１５２Ｒよりも開放側の部分が、挿入ピン１７２Ｒおよび挟持板１７４Ｒによって挟
持される。したがって、表紙１１０Ｒが樹脂カバー７Ｒに固定されて、センサ基板１０Ｒ
に対して位置決めされる。
【００９７】
　本変形例では、センサ部２４が読取窓７３を介して、延長部１５０Ｒに設けられた識別
マーク１４０に計測光を照射する。これにより、ＣＰＵ２１は、上記実施形態と同様に、
識別マーク１４０からコード情報を読み取って、用紙１２０のフォーマット情報を設定で
きる。
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【００９８】
（２）紙媒体１００または媒体保持シート５Ｌ，５Ｒを読取装置２に取り付ける手法は、
上記実施形態および変形例に限定されない。以下では、媒体保持シート５Ｌを読取装置２
に取り付ける変形例を例示するが、紙媒体１００および媒体保持シート５Ｒを読取装置２
に取り付ける場合も、下記と同様に変形可能であることは言うまでもない。
【００９９】
　例えば、読取装置２の取付部７１Ｌ，７２Ｌは、雌型ホックでもよい。この場合、媒体
保持シート５Ｌの連結穴５３Ｌ，５４Ｌに代えて、それぞれ雄型ホックを設ける。ユーザ
は媒体保持シート５Ｌの雄型ホックを、雌型ホックである取付部７１Ｌ，７２Ｌに嵌める
ことで、媒体保持シート５Ｌを樹脂カバー７Ｌに固定できる。
【０１００】
　読取装置２の取付部７１Ｌ，７２Ｌは、雌型のネジ穴でもよい。この場合、ユーザは媒
体保持シート５Ｌの連結穴５３Ｌ，５４Ｌを介して、取付部７１Ｌ，７２Ｌに図示外のネ
ジを螺合することで、媒体保持シート５Ｌを樹脂カバー７Ｌに固定できる。
【０１０１】
　読取装置２の取付部７１Ｌ，７２Ｌは、先端に回転体が設けられた回転止め具でもよい
。この場合、ユーザは連結穴５３Ｌ，５４Ｌに取付部７１Ｌ，７２Ｌを挿入し、さらに取
付部７１Ｌ，７２Ｌの回転体を回転させる。これにより、連結穴５３Ｌ，５４Ｌから取付
部７１Ｌ，７２Ｌが抜けることが抑制されて、媒体保持シート５Ｌを樹脂カバー７Ｌに固
定できる。
【０１０２】
　読取装置２の取付部７１Ｌ，７２Ｌは、可動体によってスライド固定する機構でもよい
。例えば、ユーザは連結穴５３Ｌ，５４Ｌに取付部７１Ｌ，７２Ｌを挿入し、さらに取付
部７１Ｌ，７２Ｌの可動体を移動させる。これにより、連結穴５３Ｌ，５４Ｌから取付部
７１Ｌ，７２Ｌが抜けることが抑制されて、媒体保持シート５Ｌを樹脂カバー７Ｌに固定
できる。
【０１０３】
（３）読取装置２は他の方法で電子ペン３の位置を検出してもよい。例えば読取装置２は
タッチパネルを備えてもよい。タッチパネルの駆動方式は、抵抗膜方式であることが好ま
しい。タッチパネル上に紙媒体１００が置かれてもよい。ＣＰＵ２１は、電子ペン３によ
って紙媒体１００の用紙１２０に情報を記入する動作が行われた場合、タッチパネルを介
して筆圧が加えられた位置を検出してもよい。
【０１０４】
（４）被覆部５９の少なくとも一部は、センサ部２４によって光学的に計測可能な透光性
であればよい。例えば、上記実施形態のセンサ穴５８に代えて、被覆部５９の少なくとも
一部は透明であってもよい。
【０１０５】
（５）紙媒体１００のサイズ、フォーマット、材質などは、上記実施形態に限定されない
。媒体保持シート５Ｌ，５Ｒは、少なくとも紙媒体１００を取り付け可能なサイズであれ
ばよい。読取装置２は、紙媒体１００に貼り付けられた媒体保持シート５Ｌ，５Ｒを取り
付け可能なサイズ、または、少なくとも紙媒体１００を取り付け可能なサイズであればよ
い。
【符号の説明】
【０１０６】
２　　読取装置
３　　電子ペン
４　　外装カバー
５Ｌ　　媒体保持シート
５Ｒ　　媒体保持シート
１０Ｌ　　センサ基板
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１０Ｒ　　センサ基板
１１　　センサ制御基板
１２　　センサ制御基板
２１　　ＣＰＵ
２４　　センサ部
７１Ｌ，７２Ｌ　　取付部
７１Ｒ，７２Ｒ　　取付部
１００　　紙媒体
１１０Ｌ　　表紙
１１０Ｒ　　表紙
１２０　　用紙
１４０　　識別マーク

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】
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